
 

市
内
農
家
紹
介 

 
  

曽
根 

一
孝
さ
ん
（
東
町
） 

 
 

 

東
町
の
曽
根
さ
ん
は
、
約
４
３ 

０
０
㎡
の
農
地
で
バ
ラ
の
ハ
ウ
ス 

栽
培
を
し
て
い
ま
す
。 

 

曽
根
さ
ん
が
バ
ラ
栽
培
を
始
め 

た
の
は
２
０
年
前
、
家
の
バ
ラ
栽 

培
の
手
伝
い
を
し
た
こ
と
が
き
っ 

か
け
で
、
手
伝
い
を
し
て
い
る
う 

ち
に
バ
ラ
栽
培
が
面
白
く
な
り
、 

ま
た
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ 

と
思
い
こ
の
道
に
入
り
ま
し
た
。 

 

栽
培
す
る
バ
ラ
の
品
種
は
、
ロ 

 

ー
テ
ロ
ー
ゼ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ス

イ
ー
ト
ハ
ニ
ー
・
マ
イ
ガ
ー
ル
な 

ど
１
１
種
類
、
色
は
、
赤
・
白
・ 

黄
・
ピ
ン
ク
・
オ
レ
ン
ジ
系
の
約 

５
色
で
す
。
９
月
初
旬
か
ら
週
３ 

回
、
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
全
国
各
地
に 

出
荷
し
て
い
ま
す
。 

 

バ
ラ
栽
培
は
、
原
油
価
格
の
高 

 

騰
や
、
秋
口
の
害
虫
防
除
、
ま
た
、 

  

冬
は
加
温
し
な
い
と
数
が
採
れ
な 

い
な
ど
、、
苦
労
す
る
こ
と
は
あ
り 

ま
す
が
、
現
状
を
維
持
し
、
バ
ラ 

栽
培
を
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と 

曽
根
さ
ん
は
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま 

し
た
。 

 

市
内
農
家
紹
介 

  

片
岡 

豊
さ
ん
（
横
岡
） 

 
 

横
岡
の
片
岡
さ
ん
は
、
約
３
６ 

０
０
㎡
の
農
地
で
観
葉
植
物
の
ハ 

ウ
ス
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。 

 

片
岡
さ
ん
が
ハ
ウ
ス
栽
培
を
始 

め
た
の
は
４
０
年
前
、
高
校
時
の 

先
生
の
薦
め
で
、
愛
知
県
豊
橋
市 

の
観
葉
植
物
の
栽
培
農
家
に
研
修 

に
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。 

ハ
ウ
ス
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類 

の
観
葉
植
物
が
栽
培
で
き
る
と
教 

わ
り
、
自
ら
ハ
ウ
ス
栽
培
を
始
め 

ま
し
た
。 

現
在
、
ポ
ト
ス
、
コ
ニ
フ
ァ
ー
、 

シ
ン
ゴ
ニ
ウ
ム
な
ど
数
１
０
種
類 

の
観
葉
植
物
を
栽
培
し
、
東
京
の 

市
場
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
片
岡
さ
ん
は
、
趣
味
と 

し
て
出
張
先
な
ど
で
見
つ
け
た
珍 

し
い
観
葉
植
物
は
持
ち
帰
り
、
試 

験
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後 

  

は
、
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
を 

作
り
、
販
路
の
拡
大
を
更
に
目
指 

し
観
葉
植
物
栽
培
を
楽
し
み
た
い 

と
片
岡
さ
ん
は
語
っ
て
く
だ
さ
い 

ま
し
た
。 

  

どうだん 島 田 市 農 業 委 員 会 だ よ り （ ２ ）  



 

農
業
委
員
会
活
動 

 
 

農
業
委
員
会
の
紹
介 

  

農
業
委
員
会
の
役
割
と
仕
事
に 

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
農
業
委
員 

会
は
、
農
家
の
代
表
機
関
と
し
て 

農
業
生
産
力
の
向
上
や
経
営
の
合 

理
化
、
農
家
の
生
活
の
安
定
を
図 

 

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
行
政
機
関 

 

で
す
。 

 
 

農
業
委
員
会
は
、
農
地
転
用
や 

 

農
地
の
貸
借
・
解
約
、
所
有
権
移 

転
、
畑
作
転
換
な
ど
を
毎
月
行
わ 

れ
る
農
業
委
員
会
総
会
で
審
議
し 

て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
農
業
者
年
金
の
加
入
推 

進
、
全
国
農
業
新
聞
購
読
普
及
推 

進
や
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

農
業
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
会 

や
各
種
研
修
な
ど
に
参
加
し
て
い 

ま
す
。 

今
年
度
よ
り
新
た
な
試
み
と
し

て
、
市
内
の
耕
作
放
棄
地
を
農
業 

委
員
自
ら
借
受
け
、
菜
の
花
や
大 

 

豆
を
栽
培
す
る
活
動
も
行
っ
て
い 

ま
す
。 

 ※
農
地
転
用
な
ど
農
地
法
等
の
申 

請
締
め
切
り
日
は
毎
月
二
十
五 

日
で
す
。（
土
日
の
場
合
は
前
日
） 

 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
様
子 

               

 

農
地
法
改
正
に
つ
い
て
！ 

 

「
農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る 

法
律
」
が
第
一
七
一
回
国
会
で
成 

立
、
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
四 

日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
公
布
の 

か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
を
超
え
な 

い
範
囲
で
政
令
で
定
め
る
日
か
ら 

施
行
さ
れ
ま
す
。 

 

主
な
改
正
点
の
概
略
に
つ
い
て 

紹
介
し
ま
す
。 

 

違
反
転
用
に
対
す
る
罰
則 

 
 
 
 
 

が
強
化
さ
れ
ま
す 

  

都
道
府
県
知
事
等
に
よ
る
行
政 

代
執
行
制
度
が
創
設
さ
れ
る
と
と 

も
に
、
罰
則
が
強
化
（
罰
金
額
の 

引
き
上
げ
）
さ
れ
ま
す
。 

 

農
地
の
相
続
は
届
出
が 

必
要
に
な
り
ま
す 

 
 

相
続
に
よ
っ
て
農
地
を
取
得
し 

た
人
は
農
業
委
員
会
に
届
け
出
が 

必
要
に
な
り
ま
す
。 

 

遊
休
農
地
対
策 が

強
化
さ
れ
ま
す 

 

農
業
委
員
会
が
全
て
の
遊
休
農 

地
を
対
象
に
指
導
。
勧
告
を
行
う 

よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

標
準
小
作
料
制
度 

が
廃
止
さ
れ
ま
す 

 

標
準
小
作
料
制
度
は
廃
止
さ
れ 

ま
す
が
、
地
域
に
お
け
る
賃
借
料 

料
の
目
安
と
す
る
た
め
農
業
委
員 

会
が
農
地
の
賃
借
料
情
報
の
提
供 

等
を
行
い
ま
す
。 

 

農
地
の
賃
貸
借
の
存
続
期
間 

が
変
わ
り
ま
す 

  

民
法
に
よ
り
二
十
年
以
内
と
さ 

れ
て
い
る
農
地
の
賃
貸
借
存
続
期 

間
が
五
十
年
以
内
と
な
り
ま
す
。 

 

※
詳
し
い
こ
と
は
、
島
田
市
農
業 

 

委
員
会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 
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